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(12 ) 蝶 と 虹 [Vol. X 
に item _ _ 
っ SiZe term characteristic 
instar ーー 本 a i 
| first instar larva 5 mm 120--140 days On its body there are six 
i li f , and 
second instar larva 8 mm 7~ 10 days DE 
amid of its back runs pale 
third instar larva 12~—14 mm 5 一 7 days yellow line. 
fourth instar larva 22~25 mm 7~ 10 days 
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クロ ヒ カ グ ゲ グモ ドキ の 生活 央 (その 
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林 守 男 ? 
Life History of Lethe marginalis MOTSCHULSKY in Japan [III | 
By MoRtO WAKABAYASHI 


[VI| 異状 型 (aberrantform ) 


大 阪 近郊 の 本 種 は 他 地 方 の ちゃ の 比べ て 一 般 和 眼 状 紋 が 発達 し て お り , 特に 前 超 衣 面 の 眼 状 攻 は 通常 3 紋 (3 
ー5 室 ) で ある の に 更 《 2 室 に 1 対 の 眼 状 攻 が 現われ て 計 4 対 紋 と な る 個体 が 割合 認 め ら れる . と の 傾向 は 雌 
に 著しく (写真 4 参照) 雄 は 雌 の それ に 比べ る と と の 眼 状 紋 は 小さ く , と き に 片方 の み に 現 われ る と と も ある ( 写 
真 2 参照) こう し た 個体 に は 正常 理 よ り も 全て の 眼 状 紋 が 更に 発達 し て いる .| 


In general there are three eye-like marks on the underside of forewings (II-V cell), but of the 





specimens captured in the neighbourhood of Osaka, the forms having four marks on the underside 
of fore wings (II~V cell) are often found. (Fig. 2 (8 left wing)jFig.4 (®@) aberrant from : 
Fig.1 (8), Fig.3 ( original type) 


[VII| 天敵 


本 種 幼虫 の 天敵 と し て は 食 草 の 項 に 述べ た 気象 , 食 草 に よる も の も その 一 つと 考え られ る が , と れ は 越冬 か ら 
以前 の 幼虫 が 主 で あり , と と で は それ を 除い た 主として 越冬 後 の 大 き な 幼 虫 の 天敵 に つい て まとめ て お く . 

本 種 の 幼虫 の クモ 類 や ハチ 類 と よっ て 被害 を 受け る と と も 割合 た 多く , ハナ グモ (Misvmena tricspidata) 価 
か , 未 同定 の 2 種 の 小型 の クモ や キイ ロス ズ メ バチ (Vespa xanthoptera) 他 , 数 種 の 中 形 の ハチ 類 , ムシ ヒキ ア 
ブ の 1 種 な ど に よる 被害 を 認め て いる . 

その 他 , ウグイ ス , メジ ロ , スズ メ 等 の 鳥類 と ょ る 被害 も ある が , 代表 的 な も の は 矢 張 り 寄 生 虹 に よる も の で 
ある . これ と は 今 の 処 , 3 種 を 認め て いる . 

1) マダ ラ ヤ ドリ バエ (Sturmia bella MErGEN ) 

2) ウタ ツヤ ドリ バエ (Argyrophylax nigritibialis BARANOFF) 

3) 種 名 不詳 (いずれ も 高野 訪 三 氏 御 同定 ) 


1) 大 阪 市 西区 九条 遂 4 一 373 
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1) 雄 , 正常 型 裏 面 2) 雄 , 異常 型 裏 面 ( 左 前 頑 4 紋 ) 
3) 雌 , 正常 型 筑 面 4④) 雌 , 異常 型 ( 左 , 右前 凌 4 紋 ) (いずれ も 大 阪 府下 妙見 山 産 ) 

前 記 1).2) の 種 は , 他 に 寄生 体 を 経て 映 態 で 越冬 し , 本 種 の 越冬 後 , 一 度 脱皮 し た 6 令 幼 虫 (5 月 初旬 ) に 
遇 の 成虫 が 胴 部 に 1 ュー3 卵 を 産 罰 す る (第 3 腹筋 附近 ). そし て 寄生 体 の 成長 と 共に 大 きく な り , 1) は 寄生 体 の 
瑞 化 後 , 5 一 6 日 を 経て 思 殻 を 喰い 破り 地上 に 落下 し て 幅 化 し ( 長 さ 7.1 mm, 直 従 3.5 mm, 茶 得 色 ) 12 一 14 日 を 
経て 羽化 する も の で , 木 種 ク ロ ヒ カゲ モドキ の 寄生 交 の 中 で は 大 部 分 を 占め る も の で ある . 2) は 寄生 体 が 映 化 し 
て 後 , 約 2 週間 を 経て , 直接 , 成 暴 が 螺 殻 を 破っ て 羽化 し , 3) は 非常 た 稀 で 寄生 体 が 終 令 幼虫 の 末期 に な っ た 頃 
と 体 皮 を 破っ て 幼虫 が 地上 に 落下 し 幅 化 , 羽化 する も の で , ヒメ ジ ヤ ノ メ 幼 虫 に 寄生 する と と の 方 が 多い が , 残 
会 な が らい つも る 標本 の 保存 が 悪く 不 完全 な 為 , 御 同定 願う こと が 出来 ず , その 後 , どう し て も 得る と と が 出来 な 
か っ た の で 種 名 不詳 の まま , こと に 記し て お く . 























本 種 の 異常 型 は 今 迄 に 多く の 報告 が ある が と こと に 
報告 する 個体 は 裏面 の 黒 条 が 不揃い で その 上 , 左右 

















NN 
の 甚 の 大 き さ が 異な る と いう , 全く 表現 の 出来 な い SV 
寄 妙 な 個体 で ある . (写真 右 参照 NN) 
採集 地 は 大 阪 府下 能勢 。 妙 見山)1956 年 6 月 11 日 採 NN 
集 の 雌 で 体長 11m m, 翔 の 開 長 47mm の 個体 で ある | 





た も の が ある . 
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